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７
月
６
日
、
８
月
４
日
に
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
議
員
定
数
の
見
直

し
や
市
議
会
に
お
け
る
災
害
時
の
対

応
等
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
８
月
26
日
の
全
員
協

議
会
に
て
、
協
議
結
果
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

協
議
結
果

１
．
議
会
公
用
車
に
つ
い
て

議
長
送
迎
用
に
議
会
公
用
車
の

新
規
購
入
を
見
送
り
、
平
成
27
年

６
月
よ
り
タ
ク
シ
ー
、
レ
ン
タ

カ
ー
で
の
運
用
を
試
行
し
、
必
要

性
を
検
証
す
る
。

２
．
議
場
の
マ
イ
ク
の
設
置
に
つ
い

て
議
事
進
行
の
迅
速
化
の
た
め
に
、

議
場
で
の
執
行
部
職
員
席
へ
の
マ

イ
ク
の
設
置
は
多
額
な
導
入
経
費

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
当
面
見
送

り
と
す
る
。

３
．
議
場
の
傍
聴
席
の
音
響
設
備
に

つ
い
て

議
場
内
の
音
響
設
備
が
老
朽
化

に
よ
り
不
具
合
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
傍
聴
席
の
ス
ピ
ー
カ
ー
も
含

め
て
既
存
設
備
を
新
し
い
設
備
に

更
新
す
る
。

ま
た
、
議
員
定
数
の
見
直
し
・
政

務
活
動
費
の
増
額
及
び
中
選
挙
区
制

に
つ
い
て
、
一
般
質
問
の
会
派
代
表

制
に
つ
い
て
、
大
規
模
災
害
時
の
議

会
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
な
ど

の
事
項
は
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
結

論
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

川
名
辰
司
氏
を
適
任
者
と
し
て
再

度
認
め
る
も
の
。

次
の
と
お
り
議
員
発
議
に
よ
る
提

案
が
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

○
発
議
案
第
１
号　

大
網
白
里
市
議

会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

議
員
が
出
産
の
た
め
議
会
及
び

委
員
会
に
欠
席
す
る
た
め
の
規
定

を
定
め
る
も
の
。

○
発
議
案
第
２
号　

大
網
白
里
市
議

会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　
　

議
員
の
定
数
を
２
人
削
減
し
、

18
人
と
す
る
も
の
。

〇
発
議
案
第
３
号　

大
網
白
里
市
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

議
員
の
定
数
削
減
に
伴
い
、
常

任
委
員
会
の
定
数
を
変
更
す
る
も

の
。

い
く
。

●
請
願
第
４
号

　

安
全
保
障
法
制
に
反
対
す
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願

審
査
結
果　

不
採
択

主
な
意
見

　
「
安
保
法
制
に
反
対
の
世
論
が
６
割

に
も
お
よ
び
、
ま
た
海
外
で
戦
争
が
出

来
る
こ
の
法
案
は
憲
法
違
反
で
あ
り
、

速
や
か
に
廃
案
に
す
べ
き
で
あ
る
」
等

と
の
賛
成
意
見
や
「
人
そ
れ
ぞ
れ
意
見

が
あ
り
、
賛
否
は
拮
抗
し
て
い
る
の
で
、

市
議
会
と
し
て
結
論
を
急
ぐ
べ
き
で
は

な
い
」、
ま
た
「
現
在
国
会
で
審
議
中

で
あ
り
、
市
民
の
方
の
考
え
も
様
々
で

あ
り
、
市
議
会
と
し
て
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
は
、
慎
重
に
な
る
べ
き
」
等

の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

委員会付託内容・審査報告 ※議案名などは、採決結果一覧
（６ページ）を参照ください。

　

去
る
９
月
14
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
請
願
２
件

に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
小
金
井
　
　
　
勉

副
委
員
長
　
一

色

忠

彦

委
　
　
員
　
石
　
渡
　
登
志
男

委
　
　
員
　
秋

葉

好

美

委
　
　
員
　
花

澤

政

広
（
欠
席
）

委
　
　
員
　
加
藤
岡
　
美
佐
子

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
宮

間

文

夫

副
委
員
長
　
上

家

初

枝

委
　
　
員
　
田

辺

正

弘

委
　
　
員
　
大
　
野
　
英
　
雄

委
　
　
員
　
山

田

繁

子

委
　
　
員
　
田

中

吉

夫

　

去
る
９
月
14
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
、
陳
情
１
件

に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
改
革
推
進
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

委
員
長
　
花

澤

房

義

副
委
員
長
　
岡

田

憲

二

委
　
員
　
北

田

宏

彦

委
　
員
　
一

色

忠

彦

委
　
員
　
大

野

英

雄

委
　
員
　
堀

本

孝

雄

委
　
員
　
前
之
園
　
孝
　
光

委
　
員
　
上

家

初

枝

委
　
員
　
倉

持

安

幸

主
な
意
見

　
「
社
会
福
祉
関
係
施
設
の
周
辺
道
路

の
整
備
は
優
先
的
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
請
願
第
７
号

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
継
続

を
求
め
る
請
願

る
の
で
、
基
準
が
下
が
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

保
健
医
療
の
専
門
職
を

現
場
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
堀

本

孝

雄

副
委
員
長
　
北

田

宏

彦

委
　
　
員
　
前
之
園

孝

光

委
　
　
員
　
佐
久
間

久

良

委
　
　
員
　
倉

持

安

幸

委
　
　
員
　
岡

田

憲

二

　

去
る
７
月
10
日
、
９
月
11
日
に
総
務

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
請
願
１
件
、
付
託
さ
れ
た

議
案
３
件
に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
１
号
、
議
案
第
４
号
及
び
議

案
第
６
号
は
全
て
原
案
可
決
、
請
願
第

４
号
に
つ
い
て
は
不
採
択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
１
号

問　

児
童
福
祉
施
設
は
ど
の
よ
う
な
も

の
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
、
第
一
保
育
所
で
開
設
し
て

い
る
簡
易
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
や
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
海
岸
に

近
い
こ
と
か
ら
津
波
の
心
配
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
市
の
中
央
部
に
機
能
を

移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
。
ま
た
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳

児
の
保
育
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
か
ら
、

低
年
齢
児
の
受
け
入
れ
の
強
化
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
者
を
４

千
人
と
見
込
ん
で
い
る
根
拠
は
な
に
か
。

答　

国
で
は
平
成
27
年
度
中
の
交
付
見

込
み
を
人
口
の
７
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
と

し
て
お
り
、
本
市
の
人
口
で
算
定
し
た

場
合
に
は
４
千
枚
の
交
付
と
な
る
。

●
議
案
第
４
号
及
び
議
案
第
６
号

問　

個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正
は
、

　

去
る
９
月
15
日
、
16
日
及
び
17
日
の
３

日
間
に
わ
た
り
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、
付
託
さ
れ
た
平
成
26
年
度
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
１
件
に
つ
い
て
執
行

部
か
ら
詳
細
な
る
説
明
聴
取
と
質
疑
を
通

じ
て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
権
限
移
譲
に
よ
る
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
、
本
市
の
財
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
依
然
、
厳
し
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
歳
入
と
し
て

は
、
消
費
税
引
上
げ
に
伴
う
地
方
消
費
税

交
付
金
や
配
当
割
交
付
金
の
ほ
か
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附
金
は
前
年
度

よ
り
も
増
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
市
税
に
つ
い
て
は
景
気
の

低
迷
等
に
よ
り
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民

税
が
減
少
し
た
も
の
の
徴
収
体
制
の
強
化

に
よ
り
収
納
率
は
上
向
い
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
と
し
て
は
、
財
政
の
健
全

を
維
持
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う

た
め
に
、
第
５
次
総
合
計
画
を
基
本
に
、

本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
未
来
に
向
け
て

　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！　

住
み
た
い
・

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、

７
項
目
の
重
点
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
「
安
心
・
安
全
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」、「
子
育
て
支
援
」、「
高

齢
者
支
援
」、「
健
康
づ
く
り
と
安
心
で
き

る
医
療
体
制
の
推
進
」、「
駅
周
辺
整
備
事

業
」、「
産
業
の
活
性
化
」、「
生
活
基
盤
・

環
境
整
備
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
概
ね
事
業
が
達
成
さ
れ

た
も
の
と
認
定
し
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
２
号
、
議
案
第
３
号
及
び
議
案

第
５
号
は
全
て
原
案
可
決
、
陳
情
第
１
号

に
つ
い
て
は
不
採
択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
２
号

問　

介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
方
は
何

人
か
、
ま
た
１
人
あ
た
り
支
出
額
は
ど
の

く
ら
い
か
。

答　

介
護
認
定
者
数
は
2
千
名
で
、
そ
の

う
ち
９
割
の
方
が
介
護
保
険
を
利
用
し
て

い
る
。
ま
た
支
出
額
は
全
体
で
約
32
億
円

と
な
る
こ
と
か
ら
、
１
人
あ
た
り
の
平
均

は
約
１
８
０
万
円
く
ら
い
支
出
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

●
議
案
第
３
号

問　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
の
際
の

手
数
料
は
、
全
国
一
律
な
の
か
。
ま
た
初

回
で
あ
れ
ば
ず
っ
と
無
料
な
の
か
。

答　

全
国
一
律
の
金
額
で
あ
る
。
ま
た
今

年
度
に
お
い
て
は
無
料
で
あ
る
が
、
来
年

度
以
降
に
つ
い
て
は
国
か
ら
方
針
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。

●
議
案
第
５
号

問　

要
件
が
看
護
師
か
ら
准
看
護
師
に
変

審
査
結
果

　

請
願
第
６
号
及
び
請
願
第
７
号
は
い

ず
れ
も
採
択
。

主
な
質
疑

●
請
願
第
６
号

　

水
路
と
道
路
整
備
に
関
す
る
請
願

審
査
結
果　

採
択

審
査
結
果　

採
択

主
な
意
見

　
「
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
ゼ
ネ
コ
ン

総
務
常
任

委
員
会

決
算
特
別

委
員
会

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

議
員
発
議
の
内
容

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長
　
岡

田

憲

二

副
委
員
長
　
秋

葉

好

美

委
　
　
員
　
小
金
井

　

勉

委
　
　
員
　
一

色

忠

彦

委
　
　
員
　
大

野

英

雄

委
　
　
員
　
上

家

初

枝

委
　
　
員
　
倉

持

安

幸

企
業
ま
で
回
っ
て
き
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
助
成
制
度
は
継
続
が
必
要
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

り
、
よ
り
安
全
な
保
育
環

境
を
整
え
る
上
で
も
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
陳
情
第
１
号

　

国
民
健
康
保
険
税
引
き

下
げ
を
求
め
る
陳
情

審
査
結
果　

不
採
択

主
な
意
見

　
「
県
内
の
他
の
自
治
体

で
も
財
政
支
援
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
上
で
も
、

ぜ
ひ
採
択
し
て
い
た
だ
き

た
い
」と
い
う
意
見
や「
陳

情
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る

が
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
健
全
化
を
維
持
す

る
観
点
か
ら
も
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
現

段
階
で
は
適
正
で
は
な

い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

市
民
の
利
益
と
な
る
の
か
。

答　

個
人
情
報
を
保
護
す
る
観
点
か

ら
、
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

個
人
情
報
を
保
護
す
る
立
場
か
ら
有

益
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

あ
た
り
、
本
市
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体

制
に
問
題
な
い
の
か
。

答　

現
在
、
国
の
指
導
に
沿
っ
た
シ

ス
テ
ム
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

準
備
し
て
お
り
、
引
き
続
き
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
職
員
研
修
を
行
っ
て

な
ど
が
小
さ
な
工
事
に
も
介
入
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
地
元
の
小

さ
な
建
設
業
関
係
の
方
々
は
仕
事

も
減
少
し
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
る
。
地
域
経
済
を
考
え

る
と
地
域
の
中
で
循
環
し
て
い
く

経
済
構
造
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

り
、
継
続
し
て
助
成
を
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
や
、「
景

気
が
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
っ
て
も
、
大
手
だ
け
で
、
中
小


